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Ⅰ 市区町村用

１ 表 紙（指標部）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部追加）

市町村合併による１市町村あたりの旧

市区町村が増加したことに対応するた

め、調査票番号を追加。

都道府県 市区町村

基本指標番号

名 称
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１ 表 紙（ＯＣＲ対応部）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）入力方向 0 0 0 0入力方向 0 0 0 0



- -3

２ 各種制度の地域指定

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法制上の地域指定（過疎地域、半島振

興対策実施地域）については、行政記録

情報により把握

【1】　各種制度の地域指定

次に掲げる法制上の地域指定に該当している場合
は、該当するものすべてを○で囲んでください。

過 疎 地 域 01

半島 振 興 対 策 実 施 地 域 02

1

1
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３ 農地・森林の状況等

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部変更）

調査票の編成上、新旧市区町村別総土

地面積の調査項目と併記して一括把握

（12ページ参照）

（削除）

農振農用地内の耕地面積については、

「 」18年度から実施している 農業資源調査

（全数調査）により毎年把握しているた

め削除

【2】　農地・森林の状況等

1　総土地面積
「総土地面積」を記入してください。

01

（ha）

2　耕地面積

田、樹園地、畑別に「耕地面積」を記入してください。また、農
振農用地の指定地域の場合、「農振農用地内の耕地面積」を記入し
てください。

耕地面積

②

田

樹 園 地

畑

計

①

（ha）

04

03

02

01

農振農用地内の耕地面積
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３ 農地・森林の状況等（つづき （森林計画による森林面積））

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部変更）

林道指導事業交付金配分基礎に利用

2005年農林業センサスにおいて、独立

行政法人の数値については、2000年セン

サスとの連続性を確保するため便宜的に

「林野庁以外の官庁」に含めていたが、

独立行政法人、特殊法人及び国立大学法

人については、森林計画制度上の取扱い

は民有林となっていることから、国有林

の林野庁以外の官庁から民有林の独立行

政法人等に変更し、ここに緑資源機構の

事業を引き継ぐ（独）森林総合研究所も

含む

また、調査対象者の負担軽減を図るた

め前回値をプレプリント

3 森林面積・林野面積
所有形態別に森林面積・林野面積を記入してください。

森林計画による森林面積

①

国

有

民

有

公

有

04

10

05

06

08

07

林野庁以外の官庁

林 野 庁 01

02

合 計 12

小 計 09

計 11

計 03

緑 資 源 機 構

私 有

都 道 府 県

市 区 町 村

財 産 区

森林整備法人
(林業・造林公社)
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３ 農地・森林の状況等（つづき）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

3 森林面積・林野面積
所有形態別に森林面積・林野面積を記入してください。

国

有

民

有

公

有

04

10

05

06

08

07

林野庁以外の官庁

林 野 庁 01

02

合計 12

09

計 11

計 03

森林計画に含まれ
ていない森林面積

森林計画以降の面積の移動

減少増加

④③②

緑 資 源 機 構

私 有

都 道 府 県

市 区 町 村

財 産 区

森林整備法人
(林業・造林公社)

小 計



- -7

３ 農地・森林の状況等（つづき （現況森林面積））

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部変更）

地方交付税の測定単位に利用

2005年農林業センサスにおいて、独立

行政法人の数値については、2000年セン

サスとの連続性を確保するため便宜的に

「林野庁以外の官庁」に含めていたが、

独立行政法人、特殊法人及び国立大学法

人については、森林計画制度上の取扱い

は民有林となっていることから、国有林

の林野庁以外の官庁から民有林の独立行

政法人等に変更し、ここに緑資源機構の

事業を引き継ぐ（独）森林総合研究所も

含む

また、調査対象者の負担軽減を図るた

め前回値をプレプリント

3 森林面積・林野面積
所有形態別に森林面積・林野面積を記入してください。

国

有

民

有

公

有

04

10

05

06

08

07

林野庁以外の官庁

林 野 庁 01

02

合 計 12

09

計 11

計 03

緑 資 源 機 構

私 有

都 道 府 県

市 区 町 村

財 産 区

森林整備法人
(林業・造林公社)

小 計

現況森林面積
（①＋②－③＋④）

⑤
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３ 農地・森林の状況等（つづき （森林面積））

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部変更）

特定農山村地域の指定要件に利用

2005年農林業センサスにおいて、独立

行政法人の数値については、2000年セン

サスとの連続性を確保するため便宜的に

「林野庁以外の官庁」に含めていたが、

独立行政法人、特殊法人及び国立大学法

人については、森林計画制度上の取扱い

は民有林となっていることから、国有林

の林野庁以外の官庁から民有林の独立行

政法人等に変更し、ここに緑資源機構の

事業を引き継ぐ（独）森林総合研究所も

含む

また、調査対象者の負担軽減を図るた

め前回値をプレプリント

3 森林面積・林野面積
所有形態別に森林面積・林野面積を記入してください。

国

有

民

有

公

有

04

10

05

06

08

07

林野庁以外の官庁

林 野 庁 01

02

合 計 12

09

計 11

計 03

緑 資 源 機 構

私 有

都 道 府 県

市 区 町 村

財 産 区

森林整備法人
(林業・造林公社)

小 計

（ha）

林野面積
（⑤＋⑥）

森林以外の草生地
（野草地）　　　

⑦⑥
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３ 農地・森林の状況等（つづき）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

4　森林機能別森林区分別現況森林面積

計

（ha）

計

04

④

水 土 保 全 林

森林と人との共生林

資源の循環利用林

育成単層林 育成複層林 天然生林

森林機能別に森林区分別の現況森林面積を記入してください。

03

01

02

① ② ③

5　森林計画対象の森林蓄積

計

(100　)

計 03

③

人 工 林

天 然 林

針葉樹

①

広葉樹

林種別に針葉樹・広葉樹別の森林計画対象の森林蓄積を記入してください。

②

01

02

6　在村者・不在村者別私有林面積

（ha）

私 有 林 01

森林組合加入者

在村者
県内 県外

不在村者
計

私有林と私有林のうち森林組合加入者別に、在村者・不在村者別の現況森林面積を記入してください。

02

① ② ③ ④
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４ 地域資源を活用した施設（産地直売所）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

）（変更

「産地直売所」については、市区町村

で把握可能なため、農業集落用調査票か

ら市区町村用調査票での把握に変更

本調査項目は 「地産地消実態調査」、

の調査母集団として「産地直売所」の運

営主体別数を利用（20ページ参照）

【3】　地域資源の保全状況

　上・下流の協力による森林整備の状況について記入してください。
　「整備の目的」については、主なもの一つを○で囲んでください。

整 備 の 目 的

水

源

の

維

持

林
業
作
業
体
験

森
づ
く
り　
　

漁
業
者
に
よ
る

そ

の

他

教

育

活

動

面　積 (ha)

①

森林整備費用の助成

分 収 林 契 約 等

水 源 林 の 取 得

01

03

02

②

1 ２ ３ ４ ５

1 ２ ３ ４ ５

1 ２ ３ ４ ５



- -11

５ 150日以上林業労働に雇われた人数

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

「森林組合一斉調査」により森林組合

、の150日以上林業労働に従事した人数が

把握可能であることや調査手法の見直し

から会社等の把握は困難であるため削除

本項目については、農林業経営体調査

において把握

雇われて150日以上林業労働に従事した者の実人数
を主な雇われ先別に記入してください。

【4】　雇われて150日以上林業労働に従事した者
（森林管理署及び地方公共団体を除く。）

計

02

03

05

01

04

森 林 組 合

各 種 団 体 ・ 組 合
（森林組合を除く。）

会 社

そ の 他

（人）
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６ 旧市区町村別の総土地面積・林野面積

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部追加）

振興山村地域、特定農山村地域の指定

要件に利用

調査票の編成上、新市区町村の「総土

地面積」と「旧市区町村別の総土地面積

・林野面積」を統合

【5】　旧市区町村別の総土地面積・林野面積

（ha）
　旧市区町村別に「総土地面積」及び「林野面積」を記入してください。

旧 市 区 町 村 名

コード
番号　

林野面積総土地面積

① ②
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農業集落用Ⅱ

１ 表 紙（指標部）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）都道府県

名 称

市区町村 旧市区町村 農業集落

基本指標番号

都道府県

名 称

市区町村 旧市区町村 農業集落

基本指標番号
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１ 表 紙（ＯＣＲ対応部）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更）

市区町村用調査票と入力方向を統一

入
力
方
向

0 0 0 0入力方向 0 0 0 0
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２ 立地条件等

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部変更）

振興山村地域、豪雪地帯、特別豪雪地

帯、離島振興対策実施地域及び特定農山

村地域については、行政資料での把握が

行えること、指定範囲が市区町村または

旧市区町村での指定であることから削除

その他の地域指定については、従来ど

おりに把握

※法制上の地域指定別分類の判定に必

要な項目

調査対象者の負担軽減を図るため前回

値をプレプリント

【1】　立地条件等

1　法制上の地域指定等
　次に掲げる法制上の地域指定等に該当している場合は、該
当するものすべてを○で囲んでください。

市

街

化

区

域

市
街
化
調
整
区
域

農

業

振

興

地

域

線引きあり 農

用

地

区

域

都市計画区域

線

引

き

な

し

1 111 1 1

豪

雪

地

帯

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域

振

興

山

村

地

域

特

定

農

山

村

地

域

特

別

豪

雪

地

帯

1 11 101

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

特

認

地

域

1

⑪
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２ 立地条件等（つづき）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（一部変更）

基本的項目として継続

※ＤＩＤの所要時間別分類の判定に必

要な項目

調査対象者の負担軽減を図るためＤＩ

Ｄの属する旧市区町村名をプレプリント

2　自然保護等の地域指定
　次に掲げる自然保護等の地域指定に該当している場合は、該
当するものすべてを○で囲んでください。

国

立

公

園

国

定

公

園

保

安

林

特

別

保

護

地

区

特

別

保

護

地

区

自

然

環

境

保

全

地

域

鳥

獣

保

護

区

都

道

府

県

立

自

然

公

園

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域

都
道
府
県
自
然
環
境
保
全
地
域

水

源

か

ん

養

林

崩

壊

の

防

備

林
　

土

砂

等

の

流

出

・

01

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

1 1 111 1 1 1 11 1 1

3 最も近いＤＩＤ（人口集中地区）までの所要時間

農業集落の中心地から最も近いＤＩＤ（人口集中地区）の中心地
までの所要時間で該当するもの一つを○で囲んでください。

01

1 5 分 ～
3 0 分

3 0 分 ～
１ 時 間

１時間～
１時間半

１時間半
以 上

1 ２ ３ ４ ５

15分未満
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３ 農業集落の概況

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（新設）

農村地域再生・活性化へのデータ提供

に資するため、農業集落全体の集団範囲

の把握及び限界集落の指標として農業集

落の規模及び農業集落内の農家数割合の

状況把握を図るため 「総戸数」を新たに、

把握

（変更）

水田・畑作経営所得安定対策の物理的

特例算定基礎及び基本的項目として継続

※田の耕地面積規模別分類及び水田率

別分類の判定に必要な項目

「林野面積 「棚田 「谷地田 「ため」 」 」

池」及び「傾斜の程度 「か所数」に」、

ついては、法令等に位置付けられた施策

上の利活用又は政策の企画立案等に直接

利用がないことから調査対象者の記入負

担を考慮し削除

また、調査項目については前回値をプ

レプリント

　農業集落の資源面積を記入してください。田、樹園地、畑はそれぞ
れの耕地の大半が立地している傾斜の程度について、該当するもの一
つを○で囲んでください。棚田、谷地田及びため池は「か所数」を記
入してください。

【2】　地域資源の状況

か所数
（か所）

面積(ha)
（ため池のみ(a)）

06

05

04

03

谷 地 田

田

樹 園 地

畑

02

棚 田

① ②

07林 野 面 積

平

坦

地

緩
傾
斜
地

急
傾
斜
地

③

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

総 土 地面 積 01 1 2 3

08た め 池 1 2 3
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４ 地域資源の保全

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（一部削除）

農村地域再生・活性化へのデータ提供

及び農業集落機能把握のため、地域資源

の保全状況を把握

なお、調査対象者の負担軽減の観点か

ら地域資源の有無及び保全の有無別のみ

を把握

「棚田 「谷地田」は、法令等に位置」

付けられた施策上の利活用又は政策の企

画立案等に直接利用がないことから調査

対象者の記入負担を考慮し削除

【3】　地域資源の保全

　次の地域資源が保全されている場合、「保全の根拠」及び「保全主
体」の該当するもの一つを○で囲み、「保全の目的」の該当するもの
すべてを○で囲んでください。
　なお、該当地域資源があるものの、保全していない場合は「保全し
ていない」を○で囲んでください。

保全の根拠

県

条

例

市

町

村

条

例

協

定

保 全 主 体

地
方
公
共
団
体

保 全 の 目 的

国

土

の

保

全

水
資
源
の
保
全

景

観

の

保

全

保
全
し
て
い
な
い

保

全
　

　

　

観

光

資

源

の

の
保
全　
　
　

生
息
す
る
生
物

そ

の

他

① ②

02

01

03

07

04

05

06

農 地

棚 田

谷 地 田

森 林

河 川 ・ 水 路

ため池・湖沼

農業用用排水路

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

地域住民等

外
を
含
む

農
業
集
落

内
の
み　

農
業
集
落

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 9

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３

1 ２ ３
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５ 地域資源の活用状況

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は政策の企画立案等に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

【4】　地域資源の活用状況

地域資源を活用した交流事業の取組について、各項
目別に該当するものすべてを○で囲んでください。

1　地域資源を活用した交流事業の取組

行 っ て
い な い

行 っ て
い　  る 農業集落と

し て 取 組
ん で い る

01

02

03

04

農 山 村 地 域 資 源 を 活 用
し た 観 光 客 の 受 入

児童、生徒の農林業体験学習の受入

産地直送を介した交流

農林業ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を介した交流

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

① ② ③



- -20

５ 地域資源の活用状況（つづき）

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更）

調査母集団として利活用される「産地

直売所」については、市区町村で把握可

能であるため、市区町村用での調査に変

更

それ以外の項目は、法令等に位置付け

られた施策上の利活用又は政策の企画立

案等に直接利用がないことから調査対象

者の記入負担を考慮し削除

（10ページ参照）

　地域資源を活用した施設について、該当する施設の
「施設数」及び「利用者数」を記入し、「森林公園」
の遊歩道の状況について該当するものすべてを○で囲
んでください。

2　地域資源を活用した施設

施
設
数(

施
設)

利用者数（人）

産 地 直 売 所

市 民 農 園

01

02

03

04

05

06

07

08

09

① ②

農業・農村研修資料館

農 業 公 園

森林・林業研修資料館

体 験 実 習 林

シ
ョ
ン
施
設　
　

森
林
レ
ク
リ
エ
ー

キ ャ ン プ 場

そ の 他

森 林 公 園

遊 歩 道
が な い

遊 歩 道
が あ る

バリアフリ
ー化してい
る部分があ
る　

10 1 1 1
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農業集落内での活動状況６

2010年農林業センサス（案） 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（新設）

本項目においては、農村地域再生・活

性化へのデータ提供及び農業集落機能把

握のため、農業集落としての農業生産に

係る共同作業の活動状況を目的に新たに

把握

（新設）

本項目においては、農村地域再生・活

性化へのデータ提供及び農業集落機能把

握のため、農業集落としての農業生産及

び生活共同体としての組織機能を新たに

把握


